
 

 

 

 

2023年 1１月 1日発行  

大田区立志茂田中学校図書館司書  関二三枝 

１１月の学校図書館 

 

 

 

月 火 水 木 金 

4 月 3 日 4 月 4 日 4 月 5 日 4 月 6 日 4 月 7 日 

春休み 春休み 春休み 始業式 入学式 

休館 休館 休館 休館 休館 

4 月 10 日 4 月 11 日 4 月 12 日 4 月 13 日 4 月 14 日 

          

休館 休館 休館 休館 休館 

4 月 17 日 4 月 18 日 4 月 19 日 4 月 20 日 4 月 21 日 

          

開館 開館 休館 開館 開館 

4 月 24 日 4 月 25 日 4 月 26 日 4 月 27 日 4 月 28 日 

          

開館 開館 休館 開館 開館 

LIBRARY通信11月号  

”図書館で勉強すると集中できる、はかど

る”という声を聞きます。 

今月は期末考査があります。定期考査前

は特に放課後の利用者が増えます。「過去

問題」はいつでも利用することができるの

で、普段の図書館も有効利用してください。 

 

◆学校図書館利用◆ 

＜開館日＞ 月・火・木・金 （水曜日は休館） 

＜開館時間＞ 13時～17時  

＜貸出冊数＞ 1人 3冊まで 

＜貸出期間＞ 2週間 

 
次のページも見てね！ 

データデータ

ーベース」 

◆ 新聞 NIE（News in Education）コーナー 

志茂田中学校図書館の“新聞コーナー”に

新聞掛けを設置しました。『新聞一面読み比

べ』ボードの下に新聞社（朝日、読売、日経、東

京、毎日、産経）ごとに掛けてあります。可能な

限り１，２か月分ほどを保管しています。 

 

 

 

 

 

新聞を広げると、関心がないことも含めてい

ろいろなことが目に飛び込んできます。授業の

参考になる記事を見つけたり、思わぬ発見をし

たりすることがあるかもしれません。 

ぜひ、新聞を広げてみてください。 

 

◆ こんな本も読まれています! 

短編集や５分間シリーズは貸出回数が多く、人気が

ありますが、他にもこんな本が読まれています。 

朝読書の時間に読んでみては？ 

 

☆１４歳のための物理学（４２０さ） 

☆鹿の王（９１３う） 

☆金閣寺（９１３み） 

☆羅生門・鼻（９１３あ） 

☆エモイ古語辞典（８１４ほ） 

☆同志少女よ、敵を撃て（９１３あ） 

☆ぼくはイエローでホワイトでちょっとブルー② 

（３７６ぶ） 

☆カラー図解わかるブラックホール宇宙（４４３ふ） 

☆すこしずるいパズル（７９８た） 

☆変身（９４３か） 

 月 火 水 木 金

11月1日 11月2日 11月3日

休館 開館 休館

11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日

開館 開館 休館 開館 開館

11月13日 11月14日 11月15日 11月16日 11月17日

期末考査 期末考査 期末考査

開館 開館 休館 開館 開館

11月20日 11月21日 11月22日 11月23日 11月24日

勤労感謝の日

開館 開館 休館 休館 開館

11月27日 11月28日 11月29日 11月30日

開館 開館 休館 開館

読書週間10/27～11/9



 
◆学芸委員      本コーナ

ー 

（参考：Bookデータベース） 

 

 読書週間企画!! 

図書紹介 

学芸委員が皆さんに読んで欲しい本を展示して

います。絵やデザインを入れて、おすすめする理由、

感動したポイントなどを POPで紹介しています。  

学芸委員おすすめコーナー（２階図書コーナー）

に注目です！ 

世界の資源と争奪戦  村山秀太郎 監修／昭文社（334ち） 

ウクライナ危機と物価高騰の関係は？日本のエネルギー自給率は

先進国で最低!?石油はいつ枯渇する？昆虫を食糧にする日がくる？ 

  世界と日本の資源・エネルギー情勢とその争奪戦について地図とイ

ラストで解説します。 

 

私の職場はサバンナです！  大田ゆか 著／河出書房新社（482お） 

“さあ、サファリへ出発です！”（本の帯より）に思わず手に取ってしまいます。

肉食動物の想像を超えたサバイバル、サバンナを支える縁の下の力・・・。 

南フリカ政府公認の日本人女性サファリガイドが、サバンナの動物たちの生態や

環境保護の最前線、人と自然が共生するために大切なことを伝えてくれます。 

 

やさぐれトラックドライバーの一本道迷路  橋本愛喜 著／KADOKAWA（685は） 

サブタイトルは“現場知らずのルールに振り回され今日も荷物を運びます” 

物流の今がわかる社会派エッセイ。もやもや大渋滞でメンタル急ブレーキ！毎日８４

万人が「運送」する日本の血液、「物流」の裏側。泣けて笑って怒れるエピソード集です。 

 

文通小説  眞島めいり 著／講談社（913ま） 

「あたし、もうすぐ引っ越すんだ」三月二十四日。二年生として登校した最後の日、通知表

を受け取って帰っていた道の途中で、貴緒が言いだした。始まるのは本当の＜文通＞。 

貴緒が遠くへ行ってしまう現実感がその単語ひとつにぎゅっと詰まっていた。（本文より） 

新しく入った本は他にもあります。 

“新着図書コーナー”をチェックしてください。 

＊今月紹介した４冊は新着図書コーナーにあります。 


